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亀
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し
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再

び

來

る

學

園

弾

塵

の
嵐

"
"

警

官

の
ご
ろ

靴
京

大

に
侵

入
縣
購

難

簗

に
共
同
闘
伍
を

の

　

撫
難
灘難

繰
一鴨藻
∵灘
難
瀦難

鷺

松
岡
君

(署
)
等

三
學
生
逮

に
逮
捕
さ
る

本
紙
飢
神

-
ふ
た
た
ひ
ハ
ン
ス
ト
に
入
つ
た
京
大
厚
生
女
學
埜

猫
断
か
?
.総
長
の
責
も
だ
L
に
は
答
え
な
か
つ
た
、
な
お
學
生
の
う

胡
頂
は
、
ト

一
日
よ
り
績
々
と
行
わ
払
た
斉
學
部
學
生
κ
愈
の
決
議

ち
約
五
十
名
は
聰
長
室
前
廊
丁
に
騨
取
り
、
五
教
投
と
融
長
と
の
會

4
も
と
す
い
て
學
生
数
百
名
と
病
院
例
の
交
ル
が
蓮
百

捜
け
ら
れ
、

見
を
注
親
し
て
い
た
。
(十
九
日
午
前
十
時
二
十
五
分
)

十
七
日
夕
刻
つ
い
に
四
名
採
用
の
点
で
}
懸
妥
結
し
ハ
ン
ス
ト
を
解

糎
鋸
批効離

欝
纏
彗
最
蔀
瞬㎞辮
矯
勧

同
學
会
共
闘
ご
握
手

め
聾
態
は
悪
化
し
、
十
へ
臼
、
學
生
剣
交
渉
委
員
は
贅
崎
継
桝
學
部

塗

は
じ
め
・
五
驚

葎

の
下
に
病
院
霧

官
室
で
誓

(法
垂

翁

嬰

,
に
搭

し
、
厚
生
姦

部
間
菌

蕩

的
な
動
き
聖

長
と
な
り
交
渉
が
畠

さ
れ
た
・

見
せ
な
か
つ
た
羅

會
で
は
、
今
回
の
楡
肇

契
機
に
學
園
の
自
塗
　

院
長
正
式
調
印
を
抄
否
し
績
け
る
う
ち
午
後
八
時
四
+
分
、
ト
ラ

の
た
蒙

ま
で
反
月
の
型
で
あ
つ
た
蕎

と
共
同
閉
争
に
入
る
こ
と

㎜

鰐
剛疑
縫

縫
醜

騰
黙

編
鰐
陥墾
に離

狩
嗣灘

齪
離

警

蕊

掴脈馴

木
・
鐸

、
小
川
の
六
星

の
た
い
硬

を
つ
き
つ
け
・
不
在
の
三

い
の
で
織

的
雛

た
つ
た
こ
と
は
+
分
に
認
め
て
い
る
、
蔑

の
㎜

學
生
を
除
き
、
松
興

佐
墜

幣

の
三
11
を
繁

・
殺

憲

生

槍
嵩

題
に
關
し
〃、
は
、
藷

と
統
穰

線
に
立
ち
蓮
動
を
展
開
芝

繕

初
胴薪

緯

匙

-
・カ
・ラ
.・の
・ラツ
シ
礎
嫉

簸

蠣

巖

㌍
難

鹸妨鶯

聖

,
麗

鼠

入
し
た
の
縫

の
要
請
に
よ
る
か
」
と
の
交
沸
貧

"
ね
芙

い
匹

.力
す
る
ス
+
九
早

前
+
時
≡

5五
分
)

.

∂
ηロ
こ
、三
え
て
、
慢
本
川
端
署
鰹
羅
隙
係
長
は

「
院
長
の
要
請
に
よ
}

炉
鮎
恥
ガ糠
磯
鎌
議
贈
騎
欝
隔齪
誌
籔

學

園

の
自
由

を
守

れ
"
u

賢
醐敷
四
縫
歴噛曾
撹助熱
外出を
妨げ
、っい
に四名抹
用

全
學
學
生
大
會
ゐ
く

引
縦
・〒
-九
日
表
明
に
わ
た
り
塾
生
介
,議
が
彼

仔
さ
れ
、
十
九
日

卒
挙
々
牛t
.、會
を
閑
催
す
る
こ
と
導
を
決
議
す
る
一
方
、
調
停
の
五

教
R
咳
訟
.郁
事
虜
局
長
窒
に
て
惣
浸
と
會
見
し
た
粘
果

「學
生
が
尺

學
行
改
に
納
組
す
べ
き
で
な
い
、
院
長
に
調
印
さ
せ
な
い
、
警
穿
に

は
秤
凸
に
以
扱
う
よ
う
要
講
す
る
」
の
談
を
得
、
さ
ら
に
「誰
が
警

鰹
を
呼
ん
た
か
」
の
問
に
は

一,知
ら
な
い
」
と
答
え
、

「病
院
長
の

爾

法

案

衆

院

通

過

桑
國
に
披
が
っ
た
學
園
囲
年
の

∴
・、

囚
で
あ
る
園
立
學
校
窯
置
法
笑
は
十
八
日
午
後
、
ま
た
教
白

乳
h只

U法
変
ぼ
ト
〈
n
'1
彼
共
機
衆
議
院
本
會

ーを
.逼
道
、
可
決

・'
i
、

瓦
4
文
ゐ

-昌
λ
,、
て
、
、画
甲
で
あ
る
,

集
せ
よ

三
、
學
園
の
自
由
を
侵
す

一
切
の
フ
ア
ツ
シ
ヨ
勢
力
を
粉
砕
せ
よ

四
、
プ
ア
ツ
シ
ヨ
的
文
部
官
り
よ
う
を
迫
放
せ
よ

五
、
人
民
を
彌
墜
す
る
警
察
フ
ァ
ッ
シ
ョ
を
粉
砕
せ
よ

「

六
、
穂
長
學
部
長
に
學
園
の
自
由
を
「確
約
さ
せ
よ

一

七
、
學
園
の
自
由
を
桑
國
の
學
生
と
と
も
に
醐
い
と
ろ
う

△

最
後
に
職
員
組
合
、
全
學
連
中
闘
.
京
都
繊
維
卑
門
、
京
大
欝
専

三
高
よ
り
の
激
鋤
メ
ツ
セ
ー
ジ
期
讃
を
最
後
に
、

　ま
す
第

一
回
星

生
大
會
を
絡
了
、
ひ
き
つ
す
き
共
闘
委
員
角
を
中
心
に
各
學
部
の
蓮

動
方
針
の
具
体
案
を
練
つ
た
。
(
十
九
日
午
後
三
時
三
十
分
)

繹
放
に
努
力
す
る

鳥
養
総

長
談
話

長

は
昨
日
の
三
墨
生
楡
束
の
聞
題
に
っ
い
て
談
話
を
叢
表
し
た
、

の
左
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

て
も
任
意
出
頭
の
形
を
と
り
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

な
お
榎
本
警
部
は
事
件
の
前
日
の
十
七
日
午
後
、
事
件
の
お
こ
る

氣
配
を
察
し
て
川
端
署
に
、
警
察
側

の
動
向
を
聞
込
に
行
つ
た
本
肚

記
者
二
名
に
封
し

「警
察
の
方
針
と
し
て
は
問
融
が
大
學
内
に
誇
こ

つ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
、
解
決
は
あ
く
ま
で
攣
内
の
み
で
や
つ
て
貰

一い
た
く
、
い
か
に
紛
糾
し
て
も
大
學
側
の
要
求
の
な
い
限
り
警
察
槽

・の
嚢
動
は
し
な
い
、
た
讐
し
、
河
時

で
も
獲
動
の
準
備
は
整
え
て
い

る
」
と
語
つ
た
も
の
で
あ
る
。

}

同

學

會

聲

萌

書

京
大
生
諸
君
・
自
由
の
學
園
を
守
る

一た
め
に
麗
警
察
プ
ア
ツ
シ
ヨ
弾
摩
に
抗
す
る
た
め
に
、
我
々
は
今
團

「結
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

厚
生
女
學
部
卒
業
者
不
採
用
問
罎
に
つ
き
交
渉
に
あ
た
つ
た
、
松

.
岡
、
藤
田
、
佐
藤
三
君
の
槍
束
に
卦

し
て
同
學
會
は
脚
時
繹
放
を
要

吾

+
九
日
舘

+
蒔

よ
-
の
緊
量

部
藩

馨

了
瑛

墨

求
す
る
.

「
問
題
を
大
き
く
し
た
こ
と
は
恐
縮
に
堪
え
な
い
、
槍
來
學
生
の
一先
頭
に
立
つ
て
断
乎
閉
孚
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

一

そ
`

我
々
は
先
に
文
教
法
案
反
鉗
の
闘
雫
手
段
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

」行
う
こ
と
に
反
封
し
た
が
、
今
學
園
の
自
由
に
鋼
す
る
警
察
の
不
當

}弾
厭
へに
到
し
て
は
各
學
部
共
同
翻
争
委
員
會
と
共
に
京
大
全
學
生
の

山

口

君

へ

お

わ

び

五
月
+
七
日
附
號
外
に
誇
い

て

「
辮
明
の
が
れ
て
ふ
る
さ
と
え
?
山
ロ
委
員
長
の
足
取
り
判

明
す
」
の
記
事
は
多
少
の
時
間
的
差
違
を
の
ぞ
き
事
實
に
相
逮

は
あ
り
ま
せ
ん
が
個
人
的
に
山
口
琳
に
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か

け
し
た
ζ
と
に
關
し
て
、
こ
玉
に
釈
面
を
か
り
て
謹
ん
で
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

學
園
新
聞
編
集
部

全
學
生
諸
君
、
今
ぞ
奮
起
せ
よ
、
學
園
の
自
由
を
守
れ
。

五
月
十
九
日

京
都
大
學
呵
學
會

廣

告

繹

旋
に
っ
い
て
は
へ・朝
か
ら
私
及
び
厚
生
課
長
、
井
上
學
生
部
長
等

}
　

が
極
力
努
力
し
て
い
る
、
學
園
に
警
察
権
が
入
つ
た
こ
と
は
誠
に
遺
一

角

帽

の

元
胤

マ

ル

ニ
絹

子

店

}に

自
治
問
題
で
警
宰
樺
を
導
入
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
今
回
、
}

蚕
生
が
嚢

誕

同
惰
し
て
起
し
砦

動
に
つ
い
て
は
、
氣
持
は
左

}い

に
分
る
け
れ
ど
も
、
取
つ
た
行
動
は
畢
生
逞
動
の
域
を
越
え
た
も

}

の
だ

と
思
う
。

}

今
後
の
蜜

に
つ
い
て
は
今
日
三
蒙

ら
の
特
別
委
員
會
(
主
と
「

し

て
各
部
長
よ
り
構
成
」
で
態
度
を
決
め
て
行
き
た
い
。

榎
本
警
部
前
言
を
翻
す

・

憾
の
こ
とだ

が、

今
度
の
場
合
叉
は
將來

の

髪署

學
校
側が

學
園

學
用
品

一魯

切

ご
洋
服

學
生

の
身

の
廻
品
は
信
用
あ
る

學
生
地
下
費
店

へ

下

原

久

治

郎

京
大
本
部
地
下

電
學
内
一
三
六

全
學
興
毎
、の
渦
聡
く
な
か
に
、
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
、
熱
狂
し

た
學
生
約
二
千
名
を
集
め
て
緊
急
全
學
章
生
起
禽
が
開
か
れ
た
、
へ

き
頭
淺
海
君
(
維
)よ
り

「學
園
の
自
治
を
侵
す
よ
う
な
警
察
樒
の
行

使
に
反
封
す
る
」

「た
い
捕
者
三
名
は
穂
度
、
墾
部
長
の
名
に
誇
い

て
即
時
繹
放
し
て
錯
う
こ
と
を
要
求
す
る
」
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ

「

}

難

溝

疑
礪難

難

"麓
墨
川蹴
灘

薩

謹
勧鱗

謄

畿

舗
射
煙

樗
携
蘇
葺

鞘

け%d鞠
饗

藤
誕
蒲
籍

鷲
茜
獅箪

鋤
雛
臨
響

角
栴
鮪
詳

轟
警

吉

立
ち
誉

凸墨

求
・
さ
ら
縮

墨

害

一
る
疑
惑
を
探
め
た
が
・
た
い
捕
の
翌
+
九
日
に
至
つ
て
、
前
言
姦

島
會
嚢
61
長
の
法
禦
部
學
上
尺
曾
ρ
次
議
%
"¶,緊

一
時
三
ト
ゐ
分
)、
一し
、
本
溺
記
者
に
11
し
方
の
ご
と
く
語
つ
た
。

1

ナ

力

京東=
　 ら

電大條 ン

1焉藷
晃議 店

 

綱
麟
海
算

男の籍
溢

好
評

臼
叢

之
留

随

筆

京

都

天
・
圓

再
版

川
箆

大
饗

京
都
古
h
行
脚

天
颪

京大ゴヒfτヨ前

臼 井 書 房
,

わく

う
わ
さ
飛
ぶたい捕の

眞
相

求
す
る
こ
と、

を
決
講し

宣
菅
文
を
採
揮
し
控、

學
生
側
は
原
教
授の言に代表される敦授側の無賓任な能、度に憤激し、紬長の責任ある言明を要求してやまなかつだが、次の行動のために、やむなく六時三十分大會を閉じた。なお電産、日教組、全官公勢、全擁呑日朝蓮より共同し

及
し、

各
學
部
長、

輔導

誤
長、

庶務

評
長
に
封
し
ふ
た
玉
びヤ

冒が學園内に侵入しないよう努めることを確詔させる。四、當然のことながらこの間題を全國的醍野に語いてψり上げる。五、益學共同闘孚委員會に加入し全學共同闘斬委員會に加入し全學統一に努力する。六、全観學生大愈に参加す

今
回
の
京
大
病
院
に
お
け
る
翠
生
た
い
捕事

件
に
つ
い
て
、

大
翠

て
斗
う
旨
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
が
語
く
ら
れ
た.

る
。

側
は・
は
つ
き
り
病院

ま
た
は大

學
に
お
い
て
警
べπ

を
よ
び
入
れ
た
ものではないと言明しているが、學生間ではこれに十分な納

1↑
…
;…

il
-1

　

i學内に私服警官入り込む?

學
生
二
百
名
出席

の
もと

拘
束者

の
即時

陣放醤學部要求と今回の事件は、不當揮墨であり全學

得
が
ゆか

す、

專
ら
一
部
大
學
當
局
者
が
驚
察
を
學
内
に
呼
び
入れ

未
槍束

の
三
人
に
つ
い
て
は
市瞥

側
が
足
ど
り
を
嚴探

中
らし

く、

的
問
題
と
し
て
斗
う
こ
と
を議

決、

學
内
の
問
題と

學
外
構力

に
よ

たも

の
で
あ
る
と
の
判断

を
し
て
お
り
、

そ
の
頂接

の
富
事
者
と
し

某
學部

輪
示
場
に
淺
野
徳
太郎
(
朱撤

束
の
一
人
)至

急
事務

室
ま
で

▼

つ
て
解決

せ
ん
と
す
る
自
治
の
精紳

を
わき

ま
え
ぬ
傾
向を

噺
呼
追

て
、

内藤

底
粉
課
長
と
武間

病
院事

務
長
に
疑
惑
の
眠
を向

け
て
い

系
ら
れ
た
し
の
五
月
十
九
日附

の
ビ
ラ
等
が
あ
り
事
務員

の
話
で
は

放
す
る
、

の
決
議文

を
獲表

し
た。

る。

すな

わ
ち
事
件
の
お
こ
つ
た
前
々
日
か
ら病

院
と
の
交
渉
の
た

十九

日
朝警

裏
ぼ
が一
べ
た
と
い
い
、

學内

に
梱
當
私
服
警官

が
入
つ

め
に
懸援

ハ
ン
ス
ト
に
か
け
つ
け
た
學
生
に封

し、

前
日
の
十七

日

て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る。

聞
正
午
ご
ろ
に
至
つ
て
、

内
藤
庶務

課
長は

緬
長東

上
不
在
中
に
拘
ら・ず、紺長名をもつて退去を翼求したが、學生側はこれに慮ぜぬため、「断乎たる盧置により君たちを邊去せしめる」と言明しており、また警察側は「大肇當局の要講のない限り警察椿の護動はやらない」と述べていたことなどから、右のごとく決論したもので、その貰任は穂長も免れないとの

i

鈴-
昏
-

職
組

共
岡

に

合

流

す

京
都
大
星
職員

組
合
は
今
回の槍束事件にっ貢、十九日午後○時三〇分中央執行委員長の名を以て鳥養縛長に左のごとき要求書を提出した。要求書一、拘留學生即時繹放および未拘留畢生のたい捕令状解消

新園學
風
評
が
專
ら
で
あ
る。

絶
体
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

難
"
如

%

内藤

庶
務
課
長
談

と
く
語
つ
た・「大分そんな噂が高まつてるようだが、私が學生諸君

に退去を要求したのは事件が不穏な方向に稜展することを避けるためで、本學に職を奉・ずる私がどうして進んで警官を入れるようなことをしようか、私はこんな噂が立つこを憂え、川端署長にも會つてそうでないことをたしかめておいた、私の首をかけてそんなことはないと確認したい」lI

責

任

あ

く

ま

で

追

求第二
回
全
學
々
生
大
會再開された學生大會では総長はじめ各學部長の爽言を

永

の
こ
と一、官憲

を
チ
ン
入
させ

箪
園
の
自
冶を

破
壌
せ
る
責任

者
を嚴

重に追及し庭分すること唱、今後學内聞題の交渉に官憲を一さい介入させぬこと以上三項を中央代議員の決議を以て要求する昭和二十四年五月十九日なお、職組はた穿ちに闘墾委員會をつくり學生側共闘委に合流することを決定した。ーー11--111111哩IF111績々開く學生大會厚生女學部問題にからむ京大墨生松岡(馨)、藤田(文)、佐藤(理)三君の不當橡束事件に開し、十九日午前十時より各學部夫々學生大會を開いた。畢園の自治を守れと滞場一致で亥の決議纏濟學部をなした、参集二百名。
㎜}

め
る
聲
強
く、

こ
れを

歌
授側

に
申
入
れ
た
と
こ
ろ、

瀧川

法學

部

こ
の
問題

は
全
國的

な學

園
反
動催

力
の
表
れ
で
あ
る
か
ら、

そ

長
は教

授
の
出
る
筋
で
な
い
と
並
羅
、

継
長
も
こ
れ
に同

調
し、

他

れを

線
本的

に
打倒

する

た
め
に
は
三
名
の
拘
束者

の
繹放

を
延し

㎎解
の
各部

長
は
獣
し
て
慮
じ
なか

つ
た
、

こ
の
態度

に
海
さ
ま
ら
な
い學生側は、大會の聾を直接聞いて貰語うと會場を本部前廣場に移し、議艮を法學部乾君から経濟墾部三浦君に6ー纏ぎ

て
で
も、

先
す
亭
内
の
職線

を
統一
、

総長

に
責
任
あ
る
態
度
を
要講し、一丸となつて反動的プアッショ権力に當り、かつこのことを全國學生に訴えて、りつ起を促さねばならない、

}

5輝解
り學

生
側
の
冷
翻な

態
度
を條

件
と
し
て
出
席
を
承諾

し、

大
要
次

斗孚

の
第一

歩
と
し
て
資金

カ
ン
パ
、

四
時三

十
分頃

豪
雨
の
た
め一

さ
ら
に
教
授
會
の名

に
お
い
て
翠園

問
題
に
は
警察

の
介
入
を
許
さ五時十五分より法経第一教室に移つて再関、原文娯部長よマず、學園の完全な自由と自治を確保するロ日の聲明書を焚表

一

す
る
こ
と
を
も
う
し
入
れ
る。

昭

の
ご
と
く
語
つ
た。學生の熱意は

認
め
る
が激

し
す
ぎ
た
う
ら
み
があ

る、

も
つ
と

三
百
五
十名

の
學生

参
加
のも

と
に
開
催、

た丈學部讐ちに議題に入つたが満場一致して亥の五

反省

的
行動

し
て
も
ら
い
、

學
生
と教

授
は
封
立
す
ぺ
き
も
の
で
な

ケ
條
を決

議し

た。

く、

互
に誠

意
を
認
め
あ
い
、

同
じ
目
的
のた

め
に
協
力
し
た
い
も

一
、

納
長
の
費
任
に
お
い
て
三
名
の
豫放

を
行
う
こ
と
を
要
求
す

の
で
あ
る、

か
く
ζ
大
會
は
最
絡段

階
に
入
り、

學園

の
自治

を
守

る。

二
、

事
件
當
時
學生

側
の
行動

に
は
何
ら
の
犯
罪構

成
要
件
な

る
こ
と、

穂
長、

教
授
の
賓
任
に
お
い
て
、

三
名
の即

時
解放

を
要

き
こ
とを

確
認す

る。

三、

総長

、

病院

長
の
責
任
を徹

底
的
に
追

"


